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研究成果の概要（和文）：本研究により、胎児期にネオスポラに感染した新生子牛が特定の虫体抗原に対してIgG抗体
を産生していることが明らかになった。また、この虫体抗原の特定作業がほぼ終了し、近日中にタンパクを特定できる
めどがついた。さらに、この抗原に対するIgGは母牛が産する初乳にはそれほど高濃度では含まれておらず、初乳の接
種により新生子牛血中の抗体価は大きく動かないことが予想された。現在までに数組の親子でこのことを確認済みであ
るが、既に確保しているさらにいくつかの親子で再確認を行っている。

研究成果の概要（英文）：It was revealed that newborn cattle which had been infected with N.caninum in its 
fetal life produced IgG antibodies against particuler parasite-derived antigens. Concentration of the 
antibodies in colustrums was not so high.

研究分野：獣医寄生虫病学

キーワード： 胎児免疫　抗体
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１． 研究開始当初の背景 
 
牛の流産の原因として重要であるネオス

ポラ原虫はわが国を含む世界中の家畜に広

く浸潤しており、その経済的被害は甚大で

ある[Koiwai et al.,2006]。潜伏感染した

牛が妊娠すると原虫が活性化し 50-90％の

確率で胎児へ侵入し、その一部が流産に至

る。牛における本原虫の主な感染ルートは

母体から胎児への垂直伝播であり水平感染

はごく少ない［Vertels et al., 2007］。

したがって図１Ｂの牛を繁殖に用いなけれ

ば本原虫の清浄化は可能なはずである。し

かしＢの牛といえども必ずしも流産するわ

けでない。約 90％の確率で一見正常な子牛

を生むため一定の資産価値がある。このた

め血清診断の結果が陽性でも、それを根拠

に直ちに淘汰することは畜産農家にとって

受け入れがたい選択である。こうして潜伏

感染牛はずるずると利用され続ける。この

ような悪循環を断ち切るためには無症状感

染牛を新生獣の間に摘発し、次世代の繁殖

牛として育成しない体制が必要である。す

なわち子牛が市場に出る前の段階で、将来

繁殖牛として利用できる牛とそうでない牛

に区別するということである。なおこの段

階で潜伏感染が判明すれば、はじめから肥

育・食肉用にまわすなど次世代を残さない

工夫が可能になり、無症状感染仔牛も無駄

なく適切に利用できる。しかし子牛市場に

出す以前の段階では母牛からの移行抗体の

影響があり、既存の血清診断では新生仔牛

の血清学的検査は不可能である。 

 研究開始当初、申請者は予備実験におい

て ①胎児期に感染した牛は胎児期末期に

既に抗ネオスポラ抗体を生産していること、

②胎児の生産する抗体のバリエーションと

母牛の生産する抗体のバリエーションが異

なることまでを確認していた。本研究では

このような予備的知見をもとに、仔牛の血

清学的診断法確立の可能性を模索した。 

 
２．研究の目的 
 
牛ネオスポラ症はオスポラ原虫に起因す

る流死産を主徴とする疾病でわが国にも広

く浸潤している。しかし感染胎子のすべて

が流産するわけではなく、無症状潜伏感染

の状態で生まれる子牛も多い。このような

無症状感染牛が後に繁殖用母牛として利用

され、さらに次世代の牛へ原虫を引き継ぐ

ことで被害は長期化する。この悪循環を断

ち切るには、牛が繁殖年齢に達する前の段

階で無症状感染個体を摘発し、これを繁殖

に用いない体制を確立する必要がある。さ

らに牛の商習慣や経済性を勘案すれば、無

症状感染牛を摘発するのは子牛市場で売買

される前の段階が望ましい。しかしこの段

階では母親からの移行抗体の影響があるた

め既存の血清学的診断法が利用できない。

そこで本研究では新生子牛にも利用できる

「移行抗体の影響を受けないネオスポラ血

清診断法」の確立をめざす。 

本研究では母子の作る抗体の違いを詳細

に検討し、胎児でのみ抗体がつくられるネ

オスポラ抗原を複数同定し、この抗原を用

いた診断系の確立を目指す。母体では当該

抗体が作られず、かつ感染胎子が当該抗体

をつくるのであるから、初乳を介した移行

抗体に関係なく新生子牛の血清診断が可能

になる。 

 
 
３．研究の方法 
  
ネオスポラ無症状感染雌牛を農場で摘発

し、これらの個体から生まれる無症状感染

仔牛の血清を初乳摂取前に採材した。この

時点の血清中に存在する抗ネオスポラ特異

抗体にどのようなものがあるか調べた。さ

らに新生仔牛が産する抗体のうち、初乳中

にはあまり含まれていない抗体を選び出し

た。これらの作業はネオスポラ虫体抗原を



抗原、新生仔牛血清や初乳を一次抗体とし

て Western blotting 法を実施し、特異的バ

ンドを見出す方法によって実施した。 

 さらに抗ネオスポラ抗体を有する母牛が

産する初乳を採取し、非感染新生仔牛に与

えた。この場合に当該抗体が仔牛血清中で

上昇するか否か確認をした。 
 
４．研究成果 
 

ネオスポラ抗体陽性母牛から生まれた子

牛のうち、（牛の血清学的診断法として広く

用いられている）間接蛍光抗体法において

陽性を示した個体のすべてについて、特定

の虫体抗原に対する IgG 抗体を有している

ことが分かった。またこの抗原の同定が研

究期間中に進み近くタンパクレベルで同定

できる見込みである。 

なお当該抗体は無症状感染母牛が産生

する初乳にもある程度の濃度で含まれてい

たが、他の抗原に対する抗体に比べてそれ

ほど高い濃度ではなかった。すなわち、初

乳に含まれる主たる抗ネオスポラ抗原では

ないということである。抗ネオスポラ抗体

をもたない非感染仔牛にこのような初乳を

与え仔牛血清中に移行する抗体の様子を調

べたところ、当該抗体濃度は仔牛血清中で

はそれほど上昇しなかった。さらに胎児期

にネオスポラに感染したと思われる新生仔

牛に非感染母牛の産する初乳を飲ませて数

日間仔牛血清中の抗体価を追跡した。その

結果、少なくとも出生後数日間、当該抗体

の抗体価は維持されることが明らかになっ

た。 

以上のことから、本研究で見出した抗体

は胎児期にネオスポラに感染することで高

濃度で産生されるがが、初乳を介した移行

免疫ではそれほど濃度が上がらないことが

明らかになった。また、いったん産生され

た当該抗体は少なくとも出生後数日間は高

濃度で維持されることが分かった。IgG の

半減期を考えれば、仮に出生後新たな当該

抗体の産生が起こっていないと仮定しても、

1 週間程度の間は簡単に検出できるものと

思われる。 

以上の研究成果から、今回見出した抗体

を検出することで移行免疫に影響を受けな

い新生仔牛用の検査系が確立できる可能性

が示された。 
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